











【第１章  知的障害者の一般就労の現状と生活機能】  
第 1 章では知的障害者の一般就労の現状と生活機能について整理した。  
まず知的障害者の一般企業への就職者数は年々伸び続けていることを確認した。  
次に一般就労している知的障害者の労働と地域生活を把握する枠組みを構築するため
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⑤社会的コンパニオン    
【第３章  特例子会社で働く知的障害者およびサポートに関する調査の設計】  
（省略）  
 
【第 4 章  知的障害者とともに働く特例子会社の一般従業員の支援実態と困難感】  
知的障害者が雇用されている特例子会社の一般従業員の支援実態およびその困難感の













協働、③資格の取得など教育の推進、④チームワークの強化を提示した。   
 
















【第 6 章  知的障害者の就労継続に有効な支援モデルの提案】  
これらの知見を踏まえ、次ページの図のように本論文の最大の目的である知的障害者の






































【終章  ソーシャルサポート機能とソーシャルワークの協働】  
これまでの概要を振り返ったうえで、本研究の意義と今後課題を明示した。  
研究の意義としては 2 つの調査により実証的に知的障害者の就労継続に有効な支援モデ
ルを構築することができたことである。さらにこれに伴い①労働面だけでなく生活面も含
めた支援の必要性とその一般従業員のポジショニングゆえの難しさ、さらにソーシャルワ
ークとの協働の必要性、②20 年もの長期にわたり働き続けることができた要因．③そのた
めに有効だった支援ノウハウおよび知的障害のある社員本人たちの力と可能性が確認でき
た。  
今後の課題としては提示したモデルの信頼性、妥当性の強化及び検証が必要であり、そ
の際にはソーシャルワーク機能、特にケアマネジメント機能のより効果的な展開に結びつ
くようなアセスメントやモニタリングのあり方についても考えていく必要がある。2 章で
も触れたように一般就労している知的障害者のかマネジメントの際、予防的機能や継続的
なモニタリングをいかに実現するかが重要になってくるので、今後さらに研究を進めたい。 
 
以上  
 
 
